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平
成
　
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
・

21

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
、
昨
年
　
月
10

か
ら
２
月
に
か
け
て
５
回
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
、
花
甲
佐
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
奥
名
克
美
会
長
）
の
主
催
。

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
で
、

地
域
住
民
に
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
理
解
を
広
め
、
地
域
で
暮
ら
す
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

毎
日
を
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
活
動

な
ど
を
行
う
「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
・

リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成
し
、
福
祉
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
開
催
。
地
域
福
祉
推
進
員
や
民

生
・
児
童
委
員
な
ど
が
参
加
し
、　66

人
が
講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
や
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
の
講
演
や
、

支
え
合
う
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
話

し
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

葛
認
知
症
の
人
を
支
え
合
う
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

葛
九
州
地
域
自
転
車
競
技
大
会
で
、
３
種

目
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
田
上
く
ん

認
知
症
へ
の
新
た
な
支
え
合
い
を

平
成
　
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

21

２
月
　

日
（
金
）
か
ら
　

日

12

14

（
日
）
ま
で
、
沖
縄
県
で
九
州
地
域

自
転
車
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
田

上
大
貴
く
ん
（
甲
佐
中
３
年
・
下
横

田
区
）
が
、
３
種
目
で
上
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

田
上
く
ん
は
４
種
目
に
出
場
し
、

中
学
生
の
部
１
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
で
２
位
、
同
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
２
位
、

同
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
５
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

水
泳
や
陸
上
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
田
上
く
ん

は
、
父
・
敏
一
さ
ん
の
勧
め
で
小
学

５
年
生
か
ら
自
転
車
競
技
を
始
め
、

昨
年
９
月
か
ら
本
格
的
に
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
会
を
振
り
返
り
、「
次
回
出
場

す
る
と
き
は
、
も
っ
と
い
い
記
録
を

出
し
た
い
。
高
校
で
も
し
っ
か
り
練

習
し
て
、
全
国
大
会
で
活
躍
で
き
る

選
手
に
な
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

自
転
車
競
技
で
九
州
大
会
に
出
場

田
上
大
貴
く
ん
（
甲
佐
中
３
年
・
下
横
田
区
）

２
月
　
日
（
日
）
甲
佐
小
学
校
多

28

目
的
ホ
ー
ル
で
、
平
成
　
年
度
学
校

21

支
援
地
域
本
部
事
業
成
果
発
表
会
お

よ
び
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

事
業
は
、
学
校
と
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
り
、
地
域
全
体
で
学
校

で
の
教
育
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、

平
成
　
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が
始

20

め
た
も
の
。
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
に
関
わ
り
、
学

校
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

支
援
活
動
で
、
学
習
の
補
助
や
校
内

の
清
掃
作
業
、
登
下
校
時
の
交
通
安

全
指
導
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
な
ど

を
行
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
同
小
（
吉
見
和
洋
校

長
２
０
５
人
）
が
平
成
　
年
度
か
ら

20

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
発
表
会
で
は
、
平
成
　
年
度
に

21

お
け
る
活
動
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
、

村
上
邦
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
報

告
。
保
護
者
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
区
長
、
民
生
・
児
童
委
員

な
ど
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

90

ま
た
、
教
育
講
演
会
で
は
、
九
州

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
の
大
畑
誠
也
客

員
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
「
地
域
で

育
て
る
地
域
の
子
ど
も
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

▼甲佐小学校多目的ホールで開催された成果発表会

地域で学校の活性化を支援
学校支援地域本部事業成果発表会
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３
月
７
日
（
日
）
国
道
４
４
３
号

の
甲
佐
大
橋
東
側
交
差
点
（
糸
田
）

で
、
同
交
差
点
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号

機
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
交
差
点
は
、
国
道
４
４
３
号
と

広
域
農
道
「
マ
ミ
コ
ゥ
ロ
ー
ド
」
が

交
わ
る
地
点
。
登
下
校
時
な
ど
は
交

通
量
が
多
く
、
通
学
路
と
し
て
危
険

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
長
年
に
わ
た

る
地
元
か
ら
の
信
号
機
設
置
の
要
望

を
受
け
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
町
、
御
船
警
察
署
、

地
域
住
民
お
よ
び
白
旗
小
６
年
生
な

ど
約
　
人
が
出
席
。
白
旗
小
６
年
の

50

池

田

力

水
く
ん
（
中
早
川
区
）
と

東

泰

成
く
ん
（
早
川
区
）
が
「
信

号
機
が
設
置
さ
れ
て
安
心
し
て
道
路

を
渡
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」
と
交
通
安
全

の
誓
い
を
宣
言
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
信
号
機
が
点
灯
さ
れ
、

児
童
た
ち
が
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

　
新
設
さ
れ
た
信
号
機
の
点
灯
式
に
出

▲

席
し
た
関
係
者
お
よ
び
白
旗
小
児
童

安
心
安
全
の
た
め
の
信
号
機
　
　

甲
佐
大
橋
東
側
交
差
点
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
点
灯
式

３
月
６
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
平
成
　
年
度

21

甲
佐
町
人
権
教
育
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
の
主
催
。
「
ぬ
く

も
り
を
感
じ
て
」
と
題
し
て
、
徳
島

県
人
権
啓
発
青
少
年
団
体
連
絡
協
議

会
「
止
揚
の
会
」
の
中
倉
茂
樹
さ
ん

が
講
演
。
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

被
差
別
部
落
出
身
の
中
倉
さ
ん
が

体
験
し
た
子
ど
も
の
こ
ろ
の
い
じ
め

や
、
自
ら
が
受
け
た
結
婚
差
別
に
つ

い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
で

紹
介
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
語
り

口
で
差
別
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

中
倉
さ
ん
は
「
人
権
啓
発
は
、
す

べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
活

動
。
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
は
、

み
ん
な
同
じ
温
か
い
表
情
を
す
る
。

一
人
で
も
多
く
の
人
を
差
別
意
識
か

ら
解
放
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に

平
成
　
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育
講
演
会

21

葛
結
婚
差
別
の
実
体
験
を
題
材
に
し
て
、

差
別
根
絶
を
強
く
訴
え
る
中
倉
さ
ん

３
月
　
日
（
土
）
豊
内
の
町
指
定

20

文
化
財
「
陣
ノ
内
館
跡
」
で
、
埋
蔵

文
化
財
調
査
に
関
す
る
平
成
　
年
度

21

現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
説
明
会
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

20

５
か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
同

史
跡
の
調
査
状
況
の
説
明
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
会
が
主
催
。
関
係
者
な

ど
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

40
同
史
跡
は
免
の
山
に
位
置
し
、
東

西
約
２
１
０
㍍
、
南
北
約
１
４
０
㍍

の
大
き
さ
で
、
中
世
の
館
跡
と
し
て

は
、
全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
規
模
。

平
成
　
年
度
の
調
査
で
は
、
館
中

21

心
の
平
坦
部
を
南
北
に
試
掘
。
最
北

部
の
試
掘
坑
で
は
、
地
層
の
状
態
か

ら
土
塁
が
「
上
げ
土
（
あ
げ
つ
ち
）」

の
伝
承
の
と
お
り
盛
り
土
に
よ
る
造

成
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
最
南
部
で

は
、
深
さ
３
㍍
、
推
定
延
長
　
㍍
以

50

上
に
わ
た
る
人
為
的
な
掘
り
込
み
も

見
つ
か
り
、
南
側
の
防
御
の
た
め
の

堀
の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
こ
れ
ま

で
南
側
の
防
備
は
、
急
斜
面
に
あ
る

階
段
状
の
遺
構
の
み
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
空
堀
と
土
塁
を
加
え

た
三
重
の
防
備
が
推
定
さ
れ
、
か
な

り
の
有
力
者
の
館
跡
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

南側斜面の空堀を発見　
平成21年度「陣ノ内館跡」現地説明会

▲平成20年度から５か年計画で実施されている「陣ノ内館
跡」発掘調査。平成21年度は館を中心に南北にわたり試掘。


